
目指すところを
明確にすると、
学校は強くなる

組織のミッション・ビジョン・バリューは、オーケストラの「楽譜」のような存在です。それぞれの専門家である団
員が、同じ楽譜を⾒て、⼀つの曲を演奏していくからこそハーモニーが生まれます。学校もまた、全学が一丸となって
ステークホルダーに価値提供を⾏うために、MVV（Mission/Vision/Value)の構築が不可⽋です。⼀⾒、即効性がなく遠回
りに思える施策ですが、MVVを構築するプロジェクトを通じて組織全体がコミュニケーションを取り、それぞれが内に
秘めた教育への想いを顕在化させ、集約することで、厳しい時代を乗り越えるパワーが生まれます。50年後、100年後
の日本に、この学校が在り続けるために、学校の存在価値を全学で共有することが未来へのスタート地点となると、エ
デュースは考えます。

プロジェクトの詳細は裏⾯をご参照ください

ミッション・ビジョン・バリュー構築プロジェクト

学校現場でのコンサルティング実績をベースにした

全学体制の構築と組織活性化

＜ M V V 構 築 の 効 果 ＞

経営層と現場の

認識の違いを解消する

•MVV構築プロジェクトの中で実施する

アンケートを通じて、普段語り合わない

教職員の「想い」が顕在化し、現場の教

職員同士/経営層と現場の両面において

コミュニケーションが活性化します。

•10年後の社会・教育界・地域社会を⾃

ら考え、その対応について全員がアイ

ディアを出し合うことを通じて、学校の

将来ビジョンに対し主体的・自発的に対

峙する機会を提供します。

中期計画の骨子として

将来ビジョンを共有する

•１⼈１⼈が中⻑期的な視点で社会や教育

業界を俯瞰し、⾃らの⽴ち位置を考える

機会を持つことで、日常業務の積み上げ

では到達しづらい「あるべき姿」にアプ

ローチし、経営環境の変化に対する危機

感を共有することができます。

•将来ビジョンを軸とすることで、対外的

にも学校が目指す姿に一貫性が生まれ、

学校のブランディングに資することが期

待されます。

経営者交代・学部新設など

大きな意思決定を支援する

•これから新しい体制・新しい施策でス

タートする時に、目指すべき場所の共有

は不可⽋です。MVVプロジェクトを通

じて、学内の想いを集約し、強い組織を

築きます。

•経営者の強いリーダーシップは、時に組

織にとって負担となります。目指すべき

方向のコンセンサスを構築することで、

新たな施策への意欲的な取り組みが期待

できます。

学校の真の競争⼒強化プログラム



MVVプロジェクトがどのようなも
ので、なぜ必要かということにつ
いて、基礎研修を⾏った上で、中

⻑期的な社会に対する認識を共有

化し、学校の⽴ち位置を明確にす
るためのアンケートを実施します。
それぞれの想いを引き出し、プ

ロジェクトチームの中で議論して、
それらをさらに深めていきます。

【MVV策定の座組とエデュースの支援】

お問合せ方法

TEL･MAIL ご依頼・ご質問などがございましたら、下記お問合せ先までご連絡下さい。

お問合せ先 ｜株式会社エデュース コンサルティング部 03-5809-3191 info@educe-ac.com 

よくあるご質問

※お預かりした個人情報は、今後のご案内・情報提供等以外には使用致しません。

プロジェクト期間はどれくらい？

組織にとってネガティブな意⾒が出たら？

全員の想いを集約するなんて本当に可能なの？

プロジェクトチームはどうやって決めるの？

キックオフミーティングから最終報告まで、約3か月程度です。

設置校ごとに切り分けて作成する場合もありますが、学校として1つの
MVVを作り上げることは十分可能です。アンケート分析と集約を通じ
て、突き詰めて考えれば同じ理念を目指しているということがご実感い
ただけます。

校⻑・学⻑からの指名や⽴候補など様々です。管理職が⼊る⽅が良い場

合もあれば若⼿のスタッフが担う⽅が良い場合もあります。組織に合わ
せてご提案します。

ネガティブな意⾒を排除するということではなく、その背景にどのよう
な想いがあるかということにフォーカスして意⾒を集約することがポイ
ントです。深刻な場合は、個別に対応するなど適宜対策を講じます。

Step1【発散】 Step2【集約】 Step3【活用】

集められた個々人の想いを集
計し、共通項・キーワードの
洗い出しを⾏います。プロ

ジェクトチーム内での議論と

全教職員に対するフィード
バックを数回重ね、ワーディ
ングに落とし込みます。全学

を巻き込んだプロジェクトと
して成功させるための最適な
プレゼンテーションを支援し

ます。

現状と将来を問いかけ、自由な

発想で学内から意⾒を聴収
全教職員の想いをキーワード化

し、集約。ワーディング
MVV構築がキャンペーンで終わら
ないように、活用をサポート

クレドカード等ツール制作

中⻑期経営計画の策定* 

募集広報への展開支援*

経営層

プロジェクトチーム

全教職員

ヒアリングを元に、プロジェクトチーム招集方法をご提案。
組織へのメッセージ発信など、有効なコミュニケーションを
サポートします。

プロジェクト管理と会議のファシリテーションを⾏います。
過去事例を紹介しながら、ツール/ひな形をご提供します。
また、資料等のフィードバックを⾏います。

全教職員に対してMVVをご理解いただくための説明資料や研
修機会についてご提案します。またアンケート実施、意⾒集

約などを支援します。（研修はオプションとなります）

※別途ご提案致します


